
 
 

民俗学 

４．そだつ－人生儀礼－ 

菊地暁（folklore.lecture@gmail.com） 

＊人生儀礼もしくは通過儀礼（ rite of passage, initiation） 

・社会的地位の移行にともなう儀礼（by ヘネップ） 

①分離（separation）②遷移（transition）③再統合（reintegration） 

・当事者の自己認識（identity）／周囲の承認（identification） 

 

＊誕生 

・妊娠：帯祝い、産神… 

・出産：産屋、産の忌、胎盤（包衣）の処理… 

・成長過程の儀礼：名付け、宮参り、食初め、初節句、初誕生、七五三、十三詣り… 

 

＊子供 

・「七才までは神のうち」？：不安定な霊魂と肉体 

・子供組：儀礼上の役割分担→人間関係の構築、社会的マナーの獲得 

 

＊青年 

・「大人」＝「一人前」になるということ：ex.力石 

・成人儀礼：元服式、成女式… 

・若者組と娘組：修養、警備、儀礼上の役割、交際・婚姻の仲介… 

 

＊子供／青年の近代／現在 

・近代システム（学校、青年団、軍隊…）による合理化（脱魔術化）・均質化 

・「状況に埋め込まれた学習」から「脱・埋め込み（dis-embedment）」（ギデンズ）へ 

・<子供>の誕生（by アリエス）、「立身出世」の期待 

・「節目」の多様化≒曖昧化≒アイデンティティの不安定化 
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大塚英志 2004『「おたく」の精神史 1980 年代論』講談社現代新書 



！

一
ら
・

誹
圃
圃
圃
勾
鋤
司
産
育
詞
侭
語
識
見
鴎
財
団
巽
寮
高
食

Ｉ

魚
，
並
に
雨
垂
の
小
石
二
簡
を
洗
っ
て
膳
に
乗
せ
て
供
へ
る
。
オ
ブ
と
云
ふ
の
は
，
産
の
方
言
で
、
オ
プ
ノ
ヵ
ミ

は
誕
生
を
謹
ろ
祁
か
と
云
ふ
。
血
の
減
で
他
の
祁
沸
は
拝
ま
ぬ
が
、
此
の
祁
の
み
を
猫
り
祭
る
の
で
あ
る
。
農

六
ノ
ー
ニ
ノ
八
九
頁
〕

石
見
の
波
子
で
も
産
が
す
む
と
祁
棚
に
燈
明
を
上
げ
，
板
を
炊
い
て
之
を
ウ
プ
ノ
ヵ
ミ
サ
マ
に
供
へ
る
。
味
哨

汁
に
剛
子
を
入
れ
て
産
婦
も
食
ふ
。
但
し
二
十
日
間
は
青
物
を
食
は
ず
、
殊
に
葱
を
忌
む
。
（
産
、
一
一
八
九
頁
〕

三
河
豊
橋
附
近
で
は
三
日
目
の
湯
初
の
日
、
父
親
は
美
し
い
小
石
を
拾
っ
て
来
て
、
白
紙
に
包
み
、
そ
れ
を
産

祁
様
と
し
て
祭
る
。
ウ
プ
カ
ミ
様
に
上
げ
た
膳
は
詫
雛
塗
が
柾
拠
っ
て
行
く
。
七
日
は
七
夜
と
云
っ
て
命
名
日
で
あ
る

が
、
里
方
や
総
煮
と
招
き
産
榊
様
を
も
祭
る
。
此
の
日
招
か
れ
る
者
は
産
衣
を
贈
る
。
（
車
二
六
五
頁
〕

信
州
上
伊
那
の
川
島
村
な
ど
で
は
、
産
に
取
り
か
上
る
前
に
，
部
屋
の
隅
に
藁
を
一
一
把
立
て
る
。
之
に
ウ
プ
ヵ

ミ
が
や
ど
る
と
云
ふ
。
其
の
藁
の
前
に
盆
に
石
一
一
一
つ
と
、
蝋
と
酒
を
の
せ
て
上
げ
る
。
一
一
一
日
衣
裳
の
日
に
は
小
豆

飯
を
供
へ
、
手
仰
の
人
に
も
梁
腰
し
て
、
御
憩
を
申
し
て
蕊
束
を
倒
し
て
脈
っ
て
並
ふ
。
（
蕗
、
一
一
ノ
ー
〕

同
諏
訪
郡
の
落
合
村
烏
帽
子
唾
で
は
、
産
室
の
壁
に
薬
一
束
を
立
て
か
け
て
世
く
。
之
に
産
祁
様
が
腰
を
か
け

て
ゐ
て
、
出
産
の
帳
を
受
け
る
と
云
ふ
。
叉
湖
東
村
で
は
産
室
に
蕊
束
を
飾
り
，
之
を
産
祁
様
と
し
て
祭
り
，
御

茶
飯
、
鰹
節
な
ど
を
供
へ
る
。
出
産
し
て
一
一
一
日
も
経
て
ば
蕊
束
は
道
秘
祁
へ
上
げ
る
か
，
叉
は
外
へ
出
し
て
拾
て

産
帥
と
群
帥
三
五

ウ
ブ
ガ
ミ
九
洲
阿
蘇
地
方
で
は
，
ウ
プ
サ
マ
と
も
云
っ
て
，
産
祁
を
帯
祁
の
日
に
祭
り
初
め
る
。
此
の
地
方

で
は
初
子
の
み
は
里
方
で
産
と
す
る
の
が
常
習
で
あ
る
。
安
産
す
る
と
直
に
産
飯
を
炊
き
，
小
さ
な
美
し
い
茶
椀
．

に
山
盛
り
に
し
て
、
ウ
プ
サ
ー
、
に
酒
と
共
に
供
へ
る
。
こ
れ
を
ウ
プ
マ
マ
と
云
ふ
。
又
そ
れ
に
回
石
を
添
へ
る
。

エ
ク
ポ
が
出
来
る
や
う
に
と
か
、
叉
は
頭
が
丸
く
な
る
や
う
に
な
ど
入
云
っ
て
ゐ
る
。
此
の
時
の
宴
席
に
多
く
の

人
が
寄
れ
ば
乳
が
多
く
出
る
と
も
云
ふ
。
又
之
を
乳
の
祁
の
名
と
す
る
村
も
あ
り
、
之
を
祁
つ
た
祇
も
阪
梨
村
瀧
．

室
及
南
郷
谷
等
に
あ
る
。
乳
銀
杏
の
揃
牡
削
り
煎
じ
て
飲
ま
せ
る
と
之
れ
も
乳
が
よ
く
出
る
と
云
ふ
。
馬
や
牛
の

子
を
育
て
る
に
も
所
願
す
る
。
そ
し
て
願
ほ
ど
き
に
は
甘
酒
を
あ
げ
る
。
（
郷
、
セ
ノ
五
ノ
ー
一
七
頁
。
同
三
一
五
・

頁
。
産
、
一
一
九
七
頁
）

筑
前
の
大
脇
で
も
ウ
プ
カ
ミ
サ
マ
と
云
っ
て
居
る
が
、
雌
産
の
折
に
は
、
此
の
祁
様
が
戸
の
桟
に
腰
と
か
け
る

か
ら
と
云
っ
て
，
其
虚
を
籍
で
掃
く
。

叉
土
佐
長
岡
郡
で
は
、
出
産
の
時
は
，
七
夜
ま
で
毎
日
床
の
間
に
オ
プ
ノ
カ
ミ
サ
マ
を
祭
る
。
炊
初
穂
と
、
雑

七
、
産
祁
と
糠
祁

Ｉ

●

庭
へ
木
の
枕
を
投
げ
出
す
風
習
も
あ
る
。
（
産
、
一
一
二
○
瓦
）

ア
マ
モ
ノ
甲
斐
の
西
山
梨
郡
で
は
、
産
後
十
一
時
ま
で
は
怖
乳
し
な
い
。
初
乳
の
前
は
布
で
口
中
を
拭
き
飾

蓮
湯
を
飲
ま
せ
る
。
之
れ
を
ア
マ
モ
ノ
と
云
ふ
カ
ニ
ク
ソ
（
胎
便
）
を
下
さ
せ
る
鰯
め
で
あ
る
。
（
西
山
難
郡
職

六
五
六
瓦
〕

ア
マ
ア
マ
丹
後
の
宮
津
で
は
、
乳
付
前
に
嬰
兇
に
飲
ま
せ
る
も
の
を
プ
マ
ァ
ー
冠
と
云
ふ
。
（
宮
派
郷
土
誌
〕

イ
ヤ
フ
キ
肥
前
佐
賀
郡
で
は
、
産
後
四
日
目
の
名
付
茶
誰
の
日
ま
で
、
イ
ャ
フ
キ
と
云
っ
て
、
蕗
の
根
を
煎
・

じ
て
生
児
に
呑
ま
せ
胎
諜
を
下
さ
せ
る
。
マ
ク
リ
よ
り
も
藤
の
根
が
安
全
だ
と
云
ふ
。
イ
ヤ
と
は
胞
衣
の
邪
で
あ

る
。
（
民
肥
‐
六
ノ
六
ノ
七
八
一
頁
〕

ウ
ブ
ハ
コ
長
門
阿
武
郡
大
鳥
で
は
、
昔
は
泥
の
つ
い
た
蕗
の
根
を
、
そ
の
ま
Ｌ
洗
は
ず
に
、
ゴ
コ
ウ
（
五
番
）

に
用
ゐ
た
。
之
を
ね
ぶ
ら
せ
る
と
，
ウ
プ
ハ
コ
と
よ
く
す
る
と
云
ふ
。
ハ
コ
と
は
便
の
こ
と
で
、
ウ
プ
ハ
コ
と
は

即
ち
胎
便
の
こ
と
で
あ
る
。

オ
グ
ソ
佐
奨
地
方
で
は
、
カ
ニ
バ
バ
の
事
を
オ
グ
ソ
と
云
ふ
。
（
民
雁
，
五
ノ
三
ノ
ー
一
三
八
頁
）

カ
ナ
バ
バ
和
模
津
久
井
郡
内
郷
附
近
で
は
，
生
兇
の
糞
を
か
く
云
ふ
。
ガ
ニ
ク
ソ
・
カ
ー
バ
・
〈
と
云
ふ
の
も

同
意
瀞
で
，
商
松
逃
で
は
ガ
ー
ー
ゴ
コ
と
も
云
ふ
。
ゴ
コ
も
又
便
の
こ
と
で
あ
る
。

分
娩
の
前
後
三
三

＝
一

四

産
育
詞
俗
語
蕊
三
ニ

コ
ノ
シ
ロ
秋
川
地
方
で
は
，
胞
衣
を
埋
め
る
に
人
の
踏
ま
ぬ
地
を
選
び
，
コ
ノ
シ
戸
と
添
へ
て
埋
め
る
の
が
．

通
例
で
あ
る
。
コ
ノ
シ
ロ
が
無
け
れ
ば
，
他
の
魚
を
添
へ
る
。
（
秋
田
風
解
間
紙
〕

エ
ナ
ワ
ラ
ヒ
大
津
市
誌
下
ノ
ー
九
七
五
頁
に
此
の
言
葉
が
あ
る
が
，
胞
衣
を
埋
め
に
行
く
者
が
笑
っ
て
蹴
る

風
習
は
，
足
利
時
代
の
記
録
に
も
見
え
て
届
る
。
又
沖
細
図
頭
の
典
那
で
は
、
イ
ャ
ワ
レ
エ
と
云
っ
て
、
今
尚
ほ

行
は
れ
て
居
る
。
命
名
の
日
、
父
は
鵬
肥
衣
を
火
の
榊
の
後
の
軒
下
に
埋
め
、
『
上
ン
下
ン
笑
上
ソ
ウ
リ
ー
ョ
ー
イ
』

と
云
ふ
と
、
皆
が
一
せ
い
に
笑
ふ
。
（
山
原
の
土
侭
一
○
一
一
瓦
以
下
）
又
出
産
後
や
Ｌ
半
日
を
経
て
、
そ
れ
を
軒

下
に
埋
め
る
時
耐
巌
が
初
め
に
そ
の
上
を
越
す
と
い
け
な
い
と
云
ふ
の
で
、
父
親
が
そ
の
上
を
跨
ぐ
の
が
普
通
で

あ
る
。
（
産
，
一
一
一
一
四
瓦
〕

イ
ヤ
ギ
サ
シ
大
隅
の
喜
界
烏
で
は
、
子
が
生
れ
る
と
，
母
が
鵬
を
接
い
で
居
る
間
に
、
家
人
の
誰
か
ｒ
イ
ャ

ギ
を
さ
す
。
イ
ヤ
ギ
と
は
運
命
の
意
で
、
差
す
と
云
ふ
の
は
運
を
授
け
る
意
で
あ
る
，
こ
れ
に
は
蓮
定
め
の
井
話

が
あ
っ
て
、
榊
様
に
悪
る
い
通
を
授
け
ら
れ
ぬ
間
に
こ
ち
ら
で
先
手
と
う
っ
て
蕊
す
も
の
だ
と
云
は
れ
て
居
る
。

イ
ャ
ギ
差
し
の
方
法
は
、
薄
の
幹
を
長
さ
一
尺
一
一
一
叫
寸
に
一
一
一
本
切
り
、
こ
れ
を
茶
の
間
の
東
口
の
桁
の
上
に
差
．

す
。
薄
と
薄
と
の
間
を
遠
く
差
せ
ば
，
次
の
子
が
遠
く
，
近
く
差
せ
ば
近
く
生
れ
る
と
云
ふ
。
さ
し
た
イ
ャ
ギ
は

五
ｎ
日
に
行
は
れ
る
ヤ
シ
チ
ム
ン
ー
ー
エ
ー
（
床
ば
な
れ
）
の
日
に
取
り
術
て
為
。
イ
ャ
ギ
サ
シ
と
同
時
に
、
表
の
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